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レ
化 學 工 業 は大 戰 の爲 め飛 躍 的 進 歩を し牝 此 は 各方 面 の 進 歩 發 逹 に
基 く事 は勿 論 で あ るが,化學 原 理 以 外 に之Tg行 し得 る新 手段 が 漸x
實 現 され 江 結 果 に よ る事 が多 い。 以 下其 の 新 手 段 數 例 と之 に ょ るエ
業 の進 歩 を列 舉 して見 ナこい と思 ふ。
L高 壓 の 醸 用
近 世 化 學 工業 逕 歩 の 内--nUer-lfoschのア ンモ ニ ア合 成 は 最 も著 明 な
劃世W1業 で あ るガ此 は高 壓 の 應 用 に ょつ て初 めて 成 功 し3一もの で
あ る。 寓壓 が大 規 模 の 工 業 にIllし 得 る事 か確 まつ た結 果 典 の 他 の
方 面 例 へば メ タ ノール の合 成或 は石 炭 液 化 工業 に も應 川せ ら る 、#ｫ
に な り全 く倉 て 想 像 拓 來 なか つ ナニ化 學工 業 の新 方面 を 開拓 して 居 る.
△.Hnber-730seL及びClnu(leアンモ 昌p合 成 法
ア ンモ ニ ア合 成 法 の 原 理 は此 處 に詮 明 す る迄 もな い か 容鎖 を縮 少
す る發 熱 反 應 で あ るか ら;1る 丈筒 座 と低 温 の 下 で 軍 衡 欺態 にあ る
謀 應 瓦 斯 中 の ア ンモ ニ アの濃 度 を場 大 し得 る。 然 し接 髑 劑 な しに李
衡 歌 態 に逹 せ しむ る事 は 非 常 に長時 間 を要 す るか ら是 非 之 を使 ふ 必
要 が あ る.今 口迄 試 験 されi=接觸劑 例 へ ば オ ス ミウ 亠,ウラ ニ ウ ム或
は鐵 に 微量 の アル カ リを 加 へ 牝 もので はXOO-60度で な い とよ くJI
の接 觸劑 の 力 を現 は し得 ない か ら,此の 温 度 で 作業 す る 必要 が あ る。
Haterの方法 で は此 の温 度 で200氣颶 の 下 で ア ンモ 昂 ア,,,度6%に逓
す る如 き速 度 で水 素 及 び 窒素 の 焜合 瓦 斯 を逋 して ゐ る。
一(緬 介〕一
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此 の樣 な.ir;で50〔}一GOO度の 操 業 は 甚 だ 困 難 で あ る.例 へ ば普 通
の 緻 は300一一goo度で 著 し く其 強 さを火 ひ又 鋼 は500一{iDO度で は 水素
に蝕 さ3i又ア ンモ ニ ア混 合 物v)作filje受けて壓 力 に 耐 へ ないや うに
な る。 尚 高座 の 下 で は 水 索 を通 過 す る且 高 壓 の 操 業 で は 系 全體 を氣
密 にす る夢 が 困難 で あ る。 酸 素 混 入 に よ る爆 發 等 の 危 險 もあ る然 し
此 等 の 困難 は ニ ツ ケル ク ロー ム・タ ング ス ナ ンを 含 む 特 殊鋼 の 使 用 に
ょ り又 適 常 な裝 置 の構 造 に よつ て取 除 く事 が 出 來 た の で あ る。
又原 料 殊 に水 素 を 蛍 慣c.trる事 が考 案 せ られ 九 其 れ は 水瓦 斯 及 び
發 生旭 瓦斯 か ら作 る方 法 で あ る.
Ilnbcr一]Ckhchのカ'法に次 で 十_Claude法が 考 案 せ られ ブニ此 は200氣
壓 の 代()に1000氣歴 の 下 で反 應 せ しむ るの で あ るClundeによ る と
1000氣壓 を 使 ふ と次 の 康 な 利 點 が あ る。
】1瓦 斯壓 縮 に要 う'る仕z)sは歴 力 の對 數 に比例 してfK加す る もの
で あ るか ら歴 力 を 高 め るrNrrの 仕事 の高 は 割 合 少 い。 例 へ ば400
氣座 に座 縮 す るの に?.3を要 す る と し九 揚 合 に1000氣歴 に す るに は3
を 要 す るの で あつ て 仕 事 の 窩 か らは少 しの 差 異 あ るの み で あ る。









一,_氏 の 研 究 結 果 は 工1にて 示 す 様 で あ る。
一(紹 介)一
歴 力 の 埆 加 に よ り獪
儒:。潔灘
1諜癡1繍
と共 に漸次 降 下 しバ
ク ロー ド氏 の 實際 試験
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の 結 果 得 ナこもの は ハ ー パ氏 の績 果 よ り良 好 でII[にて示 され る,(45D
度 に於 け る=ド衡 麕D
例 へば600氣 黶 に於 て は8↓5%の 代 りに't際ｰ9を800氣壓 にて は
28・5%の代 りに3δ%を 得 て 居 る.
一 定の 接 觸 室 を使 第=圖
ふ實 際 の 操 業 に 於 て
は,アンモ ニ ヤ生ratの
李 衡 が 成 立 す る迄 に
置 く事 は 出來 ぬ、 或
程度 迄 遑 く混 合 瓦 斯
を,接觸 室 を 通 す 事 か
ア ン モニヤ の 生戊 能
李 を高 め る。 例 へ ば
11・髪氣 壓.温度515度で
炭 化 ウ ラ ニ ウ ム を接
觴劑 と しτ行 は れ れ 試驗 結果 を 見 る と此 の 鰌 係 が 明 らか に判 る.
接 鵤絅 の 占む るr##,7一立
に 付 制時 問 通ず る瓦 断 量
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接 觸 荊 の 占 む る一 立 に就 き毎 噂






そ れ で 實 際 操 業 上 獨 邁 法 で{a60fioに止 め て ゐ る が,ク ロー ド法 で は
2δ36を收 め て 居 る。 即 ち 結 合 割 合11π の 代aに40%を 得 て 居 る の で
あ る。 接 觸 剤1瓩 に 對 し1時 間 に て獨 逸 法 で は ア ン モ ニ アを0・J瓩lg・
一(耜 介)一
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(喜多源遘匡〉 イヒ學 コに棊 上 の 新 乎 殿 (30り∫
得 て 居 るか ク ロー ド法 で は6瓩 を 得τ ゐ る。 此 の 如 く超 高 壓 の磨 鋤
は ア ン モニ アの夲 衡 牧 量 を 坿大 す るの み で な く.反應 を 促進 す る事 が
山 來 る。
3}ア ンモ ニ ァの 含 量多 い か ら之 を 未 反 應 瓦 斯 よ り分 離 す る事 が
簡 單で 冷 却 蛇 管 を水 に漬 け て 置 くだ け で 自然 に 殆 ん ど全 部 の ア ンモ
ニ アを液 化 す る事 が 出 來 る,1000氣歴 で25%含 まれ て 居 るか ら,加熱
され た献 態 では ア ンモ 轟 アの分 歴 は250氣壓 で あ る。yr,し常温 で は7
-8氣壓 に過 ぎな い,從 つ て 理 論 上室 温 に 冷 却 す る の み で成 生 ア ンモ
242轟 アの 至訂 を液 化 し得 る・ 獨 逸 の方 法 で は200氣壓 の 下 でcの ア ン
モ ニ アが 含 まれ て ゐ5の で あ るか5,アンモ ニ ァの 分飃 は12氣黶 で あ
5
る。 從 つ て 室 温 に冷却 しt=trけで はE丈 を液 化 す るに止 ま る那 に な
る。 從 つ て 實際 獨 逸 法 で は 面 倒 な操 作 を して ア ンモ ニ ア水 と して 生
産 して 居 る。 之 に比 べ る と ク ロー ドの 液 體 ア
ンモ ニ アを分離 す る方 法 は 極 め て簡 單 で あ る。
4}翔 逸 の 方 法 で は反 應 爐 の 温度 をsoo度
に保 つ に は特 別 の裝 置 を 必 要 『とす るが ク ロー
ド法 で は 小 さい揚 所 で 多 最 の 熱 を發 生 す るか
ら,自己愛 化に よ る發 生熟 で 此 の温 度 を 撮つ 事
が極 め て容 易 に な り,裝置 が 簡 單 とな る。 接 觸
室 を 外部 か ら冷 さな け れ ば な ら賦 厚 い熱 管
を 直 接 外 部か ら冷 却3る と壁 内外 の 膨 張 準 の'
扣 違 で 破 損 し易 い が ク ロー ドは圖 の如 き反 應
室 を 用 ひ 反應 す べ.き瓦 斯 で 冷 却 す る とnarに
自 ら適 當 に熱 せ られ 壓 力 管 の 冷 却 を行 ふ樣 に
第 三 圖 して あ る.
一(紹 介)一
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て 簡 單 に 完 全 に'する 事 か 出
來 る。 ボ ンプ に 就 て も同 様
で あ る,五 段 の シ リ ン グ ー
を 以 て300氣 壓 に 商 む る の
は 殆 ど ハ ー バ ー 法 と異 が な
くjt.の比 較 的 容 籏 は 圖 示 せ
る 如 くで あ る。
5〕 ハ ー バ ー 法 で は接 績 劑 は毒 物 に感 じ易 く,瓦斯 精製 を 完 全 に行
i3ねば な らぬ.一 酸 化炭 舅ξを完 全に 除 く爲 に蟻 酸 銅 を 使 川す る.
然 し ク ロー ド法 で は 簡Yｵなる接 觸 管 を 川 ひ,400度で一 酸 化炭 素 を 水
及 び メ タ ンに變 化 す る事 か 出來 る。 水 は 凝 縮 して 除 去す る とノ タ ン
は 殘 溜 して も無 害 で あ る。 ハー バー 法 の 如 く循 瓊 に よ り集 積 す る事
が無 い。
61反 應 瓦斯 の 徳瑣 に就 て 見 るに,ハー バー 法 にて は 未 變 化 瓦斯 を
繰 返 し接 編 劑 の 上 に通 す る に多 量 の 動 力 を要 す る。fJと なれ ば各 回
生 成 した ア ンモ ニ アを 水 の 吹 込 みに て 除 去 し,更に新 瓦斯 を 加 へ 壓 縮
す る。 然 る に ク ロー ド法 で は 各 回 に瓦 斯 の40%が 結 合 す るか ら特 別
の 循 現 用 ボ.ンブを川S.る事 無 く順次 接 鯣 室 に逋 し,各阿水 に 浸 潰 せ る
蛇 管 に邁 し,生成 ア ンモ ニ アを 除 けば 足 り るの で あ る。
r)超 高 壓 装 置 は其 の 製 作用 困難 の如 く思 は れ る けれ ど も其 の 實
は 然 らす して 接 合 臓 の 漏等 第 四 圖





而 して 最 後 の 最 小 の 超 高 壓 ボ ン プ で 更 に 之 を000氣
糜 に 黶 縮 す る 事 が 出 來 る。 一 日 ア ム モ ニ ヤ 泥 噸 生 産 川 の 超Jnkン
プの ピ ス トン は 直 徑3糎.衡 程30糲 て 足 り るClnuda法 の 後 現 は れ た
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B.合 成 液 腔 燃 料
石 淡 か ら 直 接 或 は 間 接 に 液 懺 燃 料 を 合 成 す る 其 は 現 在 の 重 娶 問 題
で あ る が 之 も亦 高 壓 の 應 用 に よつT1,る 。
Bergi旧の 方 法 で は 石 炭 を 直 接 に 液 體 に 變 へ る の で あ る元 來 石 油 と
石 炭 の 元 素 分 析 の 結 果 を 見 る と 其 著 し き相 逹 は 水 素 の 含 量 が 石 汕 に
比 し石 炭 で は 約 傘 で あ る 熾 で あ る,そ れ で 石 炭 に 水 紫 を 添 加 す る と
石 油 樣 な もの に な る で あ ら う との 茄 想 か ら石 炭 の 水 素 添 加 法 か 考 案
さ れ た の で あ る。 蛾 器 を 用 ひgoo-500。で100-1δ0氣壓 でJxHLさせ る
接 觸 劑 は 特 別 に 使 は な く と も鹹 器 堕 か 其 役 目 を す る と 考 へ られ て 居
る 實 際 の 工 蝸 で は 微 粉 炭 に 重 油 を 混 ぜ 更 に 鐵 粉 も加 へ 連 績 作 業 を し
て 居 る様 で あ る。
1`ischerのFyntho]の合 成 で は 水 瓦 斯 を 原 料 と して ア ル カ リの 舎 ん
だ 鐵 接 觸 劑 を 用 ひ る300-400凾で100氣 壓 で 反 應 せ し む るll時 一 酸 化
炭 素 が 還 元 せ られ て 高 級 ア ル コ ー ル 類 及 び ケrン 類 か 出 來 る。
:1[ethmio【の 合 成 水 瓦 斯 を 酸 化 至1}1鉛の 様 な 接 觸 劑 で4蝋)。でsoo氣
壓 の 下 で 處 理 す る と出 來 る 此 揚 合 に 一 酸 化 漾 素 が ノ タ ン迄 還 元 せ ら





拙 著 石 汕 代 用 液 置 燃 料
C・(lnekingガ ソ リ ン
ー(紹 介)一
亀
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石 油 熱 分 解 の際 壓 力 か な い と一 方 には 瓦 斯 然 の ものが 多 く出來 他
方 には高 綴 の 分 子 か 出 來 る。 所 か壓 力 か 高 くな る と石 油 分 子の 分 解
が 中央 で行 は れ 比 較 的 揮 .發性 の もの か 多 く班來 る樣 で あ る其故 分解
ガ ソ リ ンの製 造 に は高 壓 を 必要 とす る石 油 の樣 な もの をBoa度 近 い
温 度 で高 壓 作 業 す る は 困難 で あ る何 故 なれ ば少 しで も洩 れ が あ る と
直 ぐ其處 で發 火 す る叉 加 熱 中炭 素 が 分 れ て 來 て分 解 器 の 壁 に 固定 し
迥 熱 を起 し易 いか らで あ る。 工 業 的 方 法 と してi'日で は種 々考 案 せ
られ 實 用 され て 居 る もの も尠 くない樣 で あ る本 邦 で もDubb3,Cro舘
及 びJenkinの裝 置 が 設 け られ てlsる。
Cr〔us式で は 反 慮 室 と名 け られ て 居 る部 分 〔圖9)は 内徑8911」・長42呎
で ソ リツ ドワ オ ー ジ ング で約27噸の もの で .あるかiooXで 釦 氣 歴 の
下 に安 全 に(Kさ れ て 居 る。
































































































































4ロ下 部鐵 聲加 熱壇
隷fi=優 全 辧
1'3』分 解 油 線
器1「 』 ミス トセパ レー ター
器20=瓦 斯 分 離 器
,
物 理 化 学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
、
(喜多源遞)化 雛 工 業 上 の 新 手 段 Laos)
分 解 管 長21呎内徑3吋 外 徑4吋 の 管90本を 連 ね て あ る二 部 に分
ち 上部 豫 熱 帶 下 部 を 分 解 帶 と呼 ぶ爐 内温 度1.400一ユ.50(ｰF.
Brownlee,(洫cm.Plet.Lllg.,31,81?〔192↓)
水 田政 吉 日本 鑛 業 會 誌42,519(大正15年)
II.高 眞 空
高 翼 室 の 應 用1は物 理 學 實 驗 室 で古 くか ら行 はれ 化 學 實 驗 室 で も近
年 は蒸 餾 其 他 に一 般 に利 用せ られ之 に適 嘗 な機 械 裝 置 が案 出 ざれ て
居 る こ とは 今 此 處 に言.ふ迄 もな い。
A.石 油 工 業 に茄 け る高 減 壓 の 應 用'
工 業 上 に於 て も眞i室蒸 鰡 はLuく行 は れ る樣 に なつ て 其 壓 力 も段 々
降 つ て來 て 居 る最 近 石 油 工 業 に111さ れ て 居 ゐSchiilieの装 置 では
數 ミ リで作 業 して 居 る.最 初2碇 リ以 下 で 後 に は5ミ リ以 下で3-1.v
ミ リまで 下 け る事 が 出來 る.此 方 法 に よ る と蒸餾 中の 分 解 を著 し く
防 ぐ事 が 出 來 るか ら高 級 機 械 油 の製 造 に 革命 的 進 歩 を示 し牝 わ けで
あ る。 從pijの方 法 で は蒸 餾 の 温 度 が 上 り過 ぎ 原 油 中 に舍 まれ て 居 る
機 械 油 とな る可 き成 分 が熱 の作 用 で一 部 分 解 し牝 機 械 油 と してfib
の 尠 い軽 い成 分 を作 り同 時 に機 械 油 と して 不 適 當 な樹 脂 質 或 は ア ス
フ アル ト樣 の 縮 合 物 を 作 り機 械'dalの品質 を原 油 が 持 つ て 居 る以 上 に
劣等 とな ら しむ るの み な らす 此 糟製 を非 常 に 困難 とな し隧 つ て 費 川
と損失 を多 くな ら しめて 居 る此 方 法 に よ る と其 の 謙 點 を餓 程 避 け る
事 か 措來 牧 得 量 も増 大 す る。 我 が 園 で もi=小 倉 石 油 會肚 で之 を探
用 し昨 年 日本 石 油 曾 瓧 新 潟製 油所 で 設 け ら るLに 至 つ ナニ。 今 目は 叉
別 の.會肚 か設 立 され て 居 る。
原 特許 に記 載 され て 居 るの は第 六 圈 の 儀 で あ る。
10は水 軍式 蒸 溜 釜 で ■ib〔11)及brnee(12)でへ しや が らな.い様 に しで
一 ㈱ 介)一
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あ る釜 の 底 の 方 で はribが
付T居 な い油 が 自 山 に 動 歯
得 る爲 で あ る。
釜 か らの 蒸氣 は 早 く取 出
され る事 と一 部 凝縮 して 戻


















釜 に あ る樣 なdome(aなく大 きい 圖の 様 に 曲つ た管 か釜 の大 さに應 じ
て幾 本 も取ffiてあ る夊 蒸 氣 と共 に油 滴 か機 械 的 に邏 ばれ な い樣 に注
意 して あ るba皿e〔1勘を 邇 つ て 凝 縮 管{16)に進 む凝 識 管 を温 め る樣 に し
て あ る凝縮 管 はbadeboi或はseparator(soJに連 か れ21に 蒸 氣 は22の
方 に行 く液 は覗 凾(23〕を 通 り受 器 に連 が れ て 居 る蒸 氣 の 方 は冷 水 に漬
け ナこ凝 縮 管{38}に行 き前 の 受 器(30)に遒 られ る。 此 の 上部 か ら主 減慶
ボ ンブに 連 ぎ全 盟 をt.0-LJ,2星ηL}_する事 が 出來 る。
覗 は 試 料 を 取 る 目的 に使 は れ る。
最 初 油 を釜 の 中 央 線 の 邊 迄 張 込 み滅 壓 ボ ンプを 動 か す29α32ｰ32ｰ
を開 き52,53は閉 づ吹 に釜(101及過熱 器(一11Jを熱 す,水 蒸氣 は辯143)
にて 謌節 す.蒸 溜 し來 る水 蒸 氣 及 揮 發 分 は 次 の 凝 縮 器 に途 り凝縮 せ
一(紹 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(喜多源逸)化 學 工 藁 上 の 新 乎 段 〔00ア)
る.汕分 は 分 離 器 を 逋 し受 器 に 入4e.
蒸 鰡 終 る 時…は 辨 〔43}を閉 ぢ(38)を開 き 蒸 氣 鑑 の 壓 力 を 大 氣 歴 に す る
韭 減 壓 ボ ン プP1を 閉 ぢ 受 器 に 設 けナこsr一〔vO)を閉 き大 氣 壓 に 返 す 水 蒸
氣 を 使 は ぬ 時 は ポ ン プP且 と油 蒸 氣 排us口{22,と管 〔51}にて 直 接 に 連
ぐ。
補 助 ボ ン ブP,は 受 器 と連 ね て あ つ て 蒸 溜 油 取;fs溜 器 の 屋 力
に 影 響 な い 様 に して あ る。
日本 石 油 會 瓧 に 設 け られ 九 装 置 で は 釜 の 大 さ はlfC9呎 長 さ30呎
で 冷 却 管 は 長 さ卒 均125呎 の(i吋 管2組 及 び4吋 管10組 つ け て あ る
蒸 溜 釜 一 臺 に 對 し5-6壷 の 受 續 が あ り,hの大 さ直 徑6呎8吋 畏16呎
2吋 で あ る 虞 空 ボ ン プ は ピ ス ト ンで 三 段 に 引 か れ る350嫗 力 の 電 勵
機 で 動 か し24P.'r'間に δ{・000立方 呎 を 排 出 す る そ うで あ る。
L'nikx]StrLteヨPntentOfhce,14187{〕9,Patentedユ【:nrh13,1923。
水 田 政 吉,エ 業.化學 雑 誌,31,794〔1928)
B.Cnede-Strunbacher6chnelltrockennPPnrnt.
















一 二,欝 一占0一一 選?ーー
一(紺 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(gig) (喜多灘逸)化 學 工 業 上 の 新 手 段
で は な い が參 考 の 爲 に記 逑 す る構 造 は圖 に示 す逅 で 蒸 發 器{A)は水 浴
a,に置 き水 蒸氣 は 冷 却 器L,に 置 いナニBに 半 ば滿 し?;硫酸 に 吸收 せ
しめ ゐ。
初 めFか らボ ンブで 水 銀'1ηLη`にし全體 が氣 密 で あ る事 か知 れLば
rを 閉 ぢCか ら乾 燥 すべ き液 を 流 し込 む然 れ ば液 は霧 とな り壁 で 直
に蒸 氣 とな りU字 管Eを 逋 つ て 硫酸 の 方 へ行 く硫 酸 は 波 動 して 自9P
に よ く混 合 す る水浴 の 温 度 を50-80昏にす る と蒸發 器 内部 の温 度 は約
16。とな る流 入 す る液 はCの 先 端 でEi5zap£enとしてIHIす る此 は 意 味




子水 素 弧 光 熔 接
G.L。の¥1'cirun【皿 及 びLa㎎muirによ り考案 され た もの で あ る。 タ
ング ス テ ン電極 の 間 に水8吹 付 け て 得 らる 」焔 で 酸 水 素 火 炳 よ り
更 に高 熱 度 を 發 生す る此 方 法 に よ0と 熱 度 ガ 高 い の み な らー 水素 の
存 在 で材 料 の酸 化並 に 不純 物 の混 入 を防 ぐ事 が 出來 る。
例 一 ば1.$u・如 グ … 隴 船 絶 繃 で 囎 して 齣 絞 は
ら しめ る。 休 止 の 時 は ス プ リングでJL先端 を接 觸 さ して 置 き使 ふ 時
に バ ネ!gへ て3/sin迄開 か せ る水素 はLTf!の 周 同 か ら吹 き;ISる
様 に してあ る。
又 電 弧 に水素 を 吹 付 け る様 に し九 もの もあ る何 れ に して も充 分 の
水素 を逾 つ'て熔 接 して 居 る揚 所 を水素 氣 で包 む 様 にす る。
三 相の 電 流を 使 ふ 揚 合 に は ビ ラiツ ド形 に對 稱 的 に置 い池 三 ケの
可動 のti極を 使 ふ..
直 流 を 使 ふ掲 合 は 線 電壓250ヴ ル トを 使 ふ とよい 交 流 の 方 効果 か
一(紹 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(喜多源逸)化 學 工 業 上 ρ 新 手 段 (踟)
よ い 其 電 厘iは350-400ボル トな 適 習魯とす る電 弧 が 出 來 τ 電 極 が 作 案
温 度 に 逹 しナニな れ ば150ボ ルFで 足 り る。 電 弧 の 内 のd【)Pは常 作 業
で は80ボ ル トで あ る、 電 力 は 熔 接 板 の 厚 さ に よ る が25-72ア ム ペ ア
で よ い1!3一】/'一'iuの板 を 熔 接 す る事 がlll來る。 普 通 水 素 使 用 器 は 一
時 間?0-30立 方 呎 で あ る.瓦 斯 壓 は1!2in板 ま で は7i4ン チ1ボ
ン ドで よ い。
水 素 以 外 の 瓦 斯 も使1Hが 田 來 熔 接 板 と して は 低 炭 素 鋼 アNiニ ウ
ム,ニツ ケn,ク ロ ム ニ ツ ケ ル 等 に 使 ふ 事 か 出 來 る.
Chem.Jlet.Lng.33,4S6(19?6)
Geuernl)ilectricReview,llnrch,1936.
Iv.固 體 炭 酸
低 温 作 業 に 液 饐 室 氣 の 利 刑 が 漸 次 廣 ま つ て 來 て 居 る。 例 へ ば ア ム
モ ニ ア合 成 の17aule法で は 水 素 を コー ク ス姐 瓦 斯 か ら採 取 す る堺 を
企 て て 居 る 此 れ は 液 懺 室 氣 を 使 ふ て 強 く冷 却 して 水 素 以 外 の 瓦 斯 を
液 體 と して 分 け る の で あ る。
所 か 近 年 固 體 炭 酸 の 應 用 が 旺 にxへ られ る 様 に な つ ナニ固 饅 炭 酸 は
古 くか ら知 られ て 居 る もの でPu-tearの傳 記 を 讀 ん で も彼 が 學 生 のo*
講 義 實 驗 に 固 盟 漾 酸 を 見 て 化 學 に 趣 味 を 感 す る樣 に な つ た 事 が 記 逋
さ れ て 居 る位 で あ る2`C驗室 で は 可 戒 以ldiから利 川 さ れ て 居 る が エ 業
的1二大 規 模 に 應 用 さ れ る様 に な つ た の は 近 年 の 事 で あ る 化 學 工 業 上
の 手 段 と して は 未 だ 發 逵 して 居 な い。 今 日は 主 と して 氷 の 代 り に冷
藏 貨 車 に 應 川 さ れ て 居/Jの で あ る。
製 法 は 煙 道 瓦 斯 を 歴 縮 し水 分 及 び 他 の 不 純 物 を 除 い て か ら特 別 な
Gnsturbinenで膨 脹 さ せ る 而 して 出 來 た 墫 を 塊 歌 に 壓 縮 す る の で あ る
米 國 紐 育 近 くで は1封 度s-ioセ ン トで 供 給 さ れ る そ うで あ る。1
一(靭 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(瓢0) (喜多源逸)化 學 工 第 上 の 新 手 没
呎 立 方 の 口方 芻 封 度 で 繩 縁 しJ二木 箱 に 入れ て 蓮徽 され る,
固體 炭 酸vs;は 完 全 に氣 化 す る時13r,n'Pを取 り炭 酸 の 表 面 湿度
は約 一i8'Cとな る熱 の吸 收 は極 徐 々 に行 は れ るか ら して 炭酸 の 比 較
的蹟 い表 而 積 が 必 嬰 で あ る.
1335PEは氷 の1・8如の 吸收 量 に 當 る但 し氷 の揚 合 は表 而 温 度 が0℃
し
で あ る。1,.c貨 寧 に就 て 見 る に 氷5000匂 を 要 す る と して 吸 熱 量 は
400000WEに當 る 固燈 炭 酸 を 使 ふ と200kgで 足 りゐ 其 故 貨 車 の 場 所
か ら見 る と氷 の 時 はs.7立 米 を 要 す る が 炭 酸 の 時 は ・鰺 立 米 で よ い か
ら有 利 な わ け で あ る。
Dren3,VerdichtetoandcerA3asigteGage,li3(192SJ
V.Colloidm皿
正1〕onlogenizerとも 』、 第 ノ、 圈
は れ て 居 る1μ 以 下
まで 粉 碎 す る 事 が 出
來 る か ち 工 業 上1(r);
面 に 應 用 せ らる 、で
あ ら ラ此 は 圃 有 の 粉
碎 法 と全 く異 つPc4,?
理 に基 い た もの で
PhcripLcrnlepcalによ
る 水 剪 断 力 に よ る 一
程 の 解 凝de(locculate
と い.ふ可 き で あ るJC
構 這 は 大 懺 次 の 樣 な








前 後 の 壁 に はJmke」が つ い て7af-xp或 は 加 熱 し得 る 翁 め で
あ る 】1ea[erlttutLinc.3ri.enの場 合L.UOU-14.000r.y・m
で 隅ripl蹴al叩eoJは37・000一垂4.000feetpern且10し1teに建 ナa
一(紹 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
'(喜 多源遶)化 學 工 業 上 の 新 手 段 (su)
Pla囎onmU正
Beaterとanvil夊はrotorとStavtOrの聞 に儁 逑 度 の 廻 轉 で 剪 断 力 を 搏
つ 液 の 薄 膜 を 作 ら しめ 此 力 を 利 用 す る の で あ る共 液 の 薄 膜 を 作 ら し
め る 爲 に 目的 に 應 じ て 兩 者 の 間 滕 を 狹 め る必 要 は あ る が 磨 りへ らす
爲 に 接 燭 せ し め る と い ふ 必 要 は な い の で あ ろ。 普 通0・006-0・008玉nch
で 足 り速 度 は2000塀8εcに逹 す る。
1{elly,Ind.君ng.Cliem,15,726〔1923♪
PrcmierM皿{發明 者F.J.E・(niina}
Rotorとstatorの間 は 第 九 圃
O.002inchまで 近 づ け る
し
事 洲 徠 る跏 「か 動 く 珮 二犀 。、
引1圏'.
とcentrifttea]PumPの役
を して 原 料Pへ すSG
小 室 に 吸 ひ 上 げ るrotor
の 廻 轉 速 度 は 毎.分1000












とstatorの間 隙 はmiGrometerheadMHで調 節 す る事 が 出 來 る。
Nc'工nantIncLEn号(駈em.,16,494119盟)
个 日顔 料 の 粉 碎 混 合 に 有 効 に 利 用 さ れ て 居 る 一 般 エ ム ル シ ョ ンの
製 造 に 適 當 で あ る徴 細 末 に 散 らす 事 が 田 來 る.から反 應 を 促 邏 さ せ る
目 的 に 使 ふ 事 が 出 來 る 夂 一 度 此millを遯 し て 完 全 な エ ム ル ジ ョ ン と
し後 逋 當 な 方 法 で 其 エ ム ル ジ ヨ ンを 黻 る と普 邇 の 洗 滌 方 法 で は 到 底
一(紹 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(si.) (喜多瀕逸)化 革 工 業 上 の 新 手 段'
出 來 な い 様 な 糟 製 を 行 ひ 得 る と考 られ る。
VI・ 接 觸 劑
接 觸 粥 に 種 々 あ る.古 くか ら行 は れ 一c居る ア ル コー ル か らエ ー テ
ル 製 造 の 揚 合 濃 硫 酸 の 利 用 や 叉 近 時 工 業 化 して 居 る ア セ チ レ ン よ り
醋 酸 製tの 中 間 物 と し て アル デ ヒ ド製 逡 に 水 銀 鹽 の 應 用 等 は 液 體 内
で の 反 應 で あ る。 之 れ に 反 して 接 觸 式 破 酸r.に 白 金 の 利 用 や 盟 酸
の 室 氣 酸 化 に よ り蛾 素 を 製 造 す る 揚 合;_化 銅 を 用 ふ る事 叉 ノ チ ノレ
ァル コ ー ル か ら フ 才 ル ム アル デ ヒ ド に酸 化 す る 揚 合 銀 接 溺 劑 の 應 用
は 固 盟 表 面 の 作 用 を 利 川 した もの で あ る.前 者 に 鵤 す る もの に も種
b新 し い もの が 研 究 され 殊 に其 部 に 屬 す る もの と して 酵 素 に 鬩 して
は 近 年 著 し く進 歩 し?も 然 し後 に屬 す る もの で 最 近20年 間 に 工 業 上
研 究 新 方 面 を 磆 い ナニもの は 尠 く な い 其 内 最 著 明 な もの ムー は 何 とい
ふ て もEsUaEierの研 究 で 金屬 昌 ツ ク ル 或 は 酸 化 物=rreNlglflする 方 法
は 硬 化 油 工 業 を 作 り 出 し九 又 前 に も邇 べ 九 近 世 無 機 化 單 工 業 上 の 最
著 明 な 事 業 で あ るAaber-E(rachのア ム モ ニ ア合 成 は 鐡 接 觸 劑 を 使 つ
7こもの で あ る。
今 日多 く研 究 さ れ て 居 る 金 屬 或 は 酸 化 物 は 鐡,コバ ル ト.銅1マンガ ン,
ゾ ナ ヂ ウ ム,パラ ヂ ウ ム,ニッ ケ ル,オス ミ ウ ム,ウラ ニ ウL,モ リブ デ ン等
で あ る。
此 等 の 接 觸 剛 は 單 獨 に 用 ふ る よ り は 接 觸 剛 の 作 用 の な い 金 屬 或 は
酸 化 物3y混 ぜi.時'ili/1で1=1.つ拂 績 性 の 事 が あ る 例 へ ば ア ム モ 昌 ア合
成 に オ ス ミ ウ ム叉 は ウ ラ 昌 ウ ム の 代 り に 使 は れ て 居 る鍼 接 觸 劑 は 酸
化 鐵 に アル ミナ を 加 ヘ ナニもの で あ る。 水 素 化 にttlH3iるニ ツ ケ ル 及
び 銅 は ▼ グ ネ シ ア,アル ミ ナ,酸化 ク ロ ム,酸化 ト リ ウ ム 等 を 加 へ る と力
か 増 大 すo,甑 に ア ル カ リの 微 量 を 加 ヘ ナニもの も強 力 な接 觸 劑 と し
一(報 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(喜多源逸)化 學=【二業 上 の 新 乎 段 (313)
て 酸 化 炭 素 の 逅 元 等 に 使 は れ て 居 る,ア ム モ ニ ア酸 化 に よつ て 硝 酸
を 作 る楊 合 に 白 金 か 使 は れ る が 酸 化c.酸 化 ヴ ィ ス マ ス を 加 へ た も
の は 白 金 同 樣 の 効 力 が あ る.
又 接 觸 劑 を 互 に 混 合 して 用 ふ る とカ が 増 大 す る事 も知 られ て 居 る、
活 素 濛 素 を 接 觸 剤 と して 硫 化 水 素 を 空 氣 酸 化 に よ り 硫 黄 に か へ る
事 は 水 素 工 業 で 瓦 斯 精 製 に 重 要 な 役 口 を してRる が 此 際 ア ム モ 昌 ア
を 少 し加 へ て や る と著 し く反 應 を 促 進 す る。
此 等 の 研 究 は 何 れ も 工 業 的 に 有 利 に 應 川 さ れ て 居 る.
接 觸 劑 の 應 用 は 有 機 合 戒 化 學 上 に も種 々 新 方 面rYraい て 居 る 酸 化
淡 素 や 石 炭 の 遨 元 も其 例 で あ る か 例 へ ば ニ ヅ ケ 〃 接 觸 劑 で 二 ト ロ ペ
ン ゾー ル か ら ア ニ リ ンの 製 造.酸 化 ヅ ナ ヂ ウ ム及 モ リ ブ デ ンを 使 ふ
無 水 フ タ ー ル 酸 の 製 造。 活 性 炭 素 に よ り酸 化 炭 素 及 び 鹽 素 を 化 合 さ
せ て ブ 才 ス グ ン瓦 斯 の 製 造 前 述 し旗 メ タ ノー ル の 合 成 等 等 を 數 へ て




Cottrell法は 元 瓦 斯 の 精 製 に 考 案 され 池 もの で あ る 普 迺 煙 又 は 霞 と
いs.て 居 る もの は 瓦 斯 の 中 に微 組 なf';life3Lは液 體 で 浮 游 しτ 居 る も
の で 學 問 上 一 種 のR:olloidであ る 淨 游 聡 は 顯 微 鑓 で 兄 得 る もの か ら
分 子 大 に に 至 る もの で1110-1/1000Nに逹 す る 〔L1μ大 の 粒 子 は 明 か に
沈 降 邏 動 を 示 す か 粒 子 か 小 と な る に つ れ 釜 々 安 定 と な り沈 降 し難 く
な る。
此 楳 な 系 を 電 場elektrisciiesTellに置 く時 電 壓 が 低 いrは 殆 ん ど影
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(014)・ (喜多源逸)化 學 工 業 上 の 新 乎 段
て 居 るが 此電 荷 は浮 游體 に認 め られ る可 き影 響 を 奥 ふ るに は.不充 分
で あ る.腮 質 溶 液」に電解 質 を 加 へ る と吸着 現 象 でilSf1TIY.子に荷 電 し
得 ろ と同 樣 に此 揚 合 に も荷 電 す る事 が 禺來 る此Telooiantionとい ふ
て 居 る..ラヂ ウ ムX線 を あて る とか 紫 外%eff=lflさせ 又 は或 る化 學
燮 化 或 は 燔 で 此 變 化 を 起 さす 事 がa;來 る其揚 合所 謂g⑳鵬lmicuが出
來 てlonisationが起 るけれ ど も電 揚 で 浮 游 粒 子 の 著 明 な運 動 」丈は 分 雌
を 起 さす に は足 らな い。 實 際 の 大 さを 考 に 入 れ てCtOS610RLnt1011にょ
り初 めτ 其 目 的 が逵 せ らRtるの で あ るS峽5io雌ationは約 δ0000Vo[t
の 電 氣 を 小掌 徑 の例 へ ば 線 趺 の 電 極 か ら逎 し}:lektmnを煙 叉 は 霞 で
不 純 に なつ て 居 る瓦 斯 中 に逋 す と起 し得 る。 既 電極 をAu鶚幡m一 久
ばBpriihelekcraleと名 け て 居 るifiiして 普 通 陰 極tし て 使 つ て 居 る此 は
;'ylioronnは陽 の もの に較.べて 種 〃の影 響 に針 し鏡 敏 性 が 少 いか らで
あ る此 員 電 極 か ら或 る距 に陽 電 極 が 置 いて あ る此 は沈 澱 極 と名 けて
居 るli電極 か らkる 陰 イ 才 ンは 全饐 の 瓦 斯 域 を逋 して 陽 極 に流 れ る
而 して 其途 中 淨 游粒 子 に陰 電 荷 を與 へ 陽 性 の 沈 澱 極 の方 へ流 れ しめ
其 處 で 電荷 を失 つ て 沈 澱 せ しむ ろの で あ る浮 游體 の 荷 電 は イオ ンの
分壓 で行 は れ ℃ るの で あ る.イ オ ン化 し'7二粒 子 が 沈 澱 毬 へ移 動 す る
の は9pitzenentlaSungに.よる所 謂 電氣 風1二よつ て居 る。
工 業 上煤 煙 の6R去に使 は れて 居 る装 置 で は 沈 澱 極 は 圓筒 で其 中央
に 針 金 を 絶 縁 しτ 吊 し之 に高 壓 電 氣 を通 す精 製 すべ き瓦 斯 は此 圓筒
の 下 か ら逋 し沈 澱 した煤 煙 を 其 下 に集 めo,
鎖 石 の焙 焚zaか ら出 る瓦 斯 を 此法 で清 淨 して煙 害 を 除 くとfir.に金
屬 の 回收 を計 り夊 セノ ン ト焚 煙 か ら出 る瓦 斯 を此 方 法 で處 理 してiJ
埃 を去 り此 中 に 加 塁 ガ 多 く含 まれ て居 る事 か ら肥 料 の 原 料 にす る叉
接 觸 式昧 酸 瓦 斯 を 此 方 法 で 精 製 し亦 接 觸 劑 の壽 命 を長 くす るに役 富
一(細 介)一
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(喜多源逸)化 學 工 灘 上 の 新 手 段 (SI`u)
て 居 る 等 其 應 用 は 盆≡々 籏 りつ 工あ る。
瓦 斯 租 で 浮 游 し て 居 る埃 の み で な く原 油 と水 の エ ム 〃 シ ヨ ンの 分
離 に も有 利 にRLffjされ て 居 る.
參 考 書Lie:egnna,FiolloidchemischeTechnologie,L'NJ〔19271
VIII.Elektroosmose
普 通 の 電 解 の 揚 合 に は イ オ ンの 移 動 及 び 電 極 に 於 け る 其 放 電 現 象
に よつ て 居 るが コ ロ1ド に 外 部 か ら電 力 が 作 用 した 時 液 か 固 體 の 固
定 盟 に 針 し流 動 し或 は 固 體 貌 子 が 液 髏 中 で 移 動 す る 現 象 が 認 め られ
る 之 れ をElektroo§m(Keと名 け て 居oa正 確 に はElektroend(瑁moseと電 氣
KnlapLorese戎はEloktn)hhoreeeに甌 別 せ ら る 可 き で あ る。
此 現 象 は 電 氣 的 二 重 層 の 設 に よ り 了 解 し易 く設 明 す るit-ffi來る
分vCkBと分 散 媒 の 接 綢 面 に は 遊 離 の 正 及 び 負 電 氣{イ オ ン)の二 屈 が 非
ti_接近 しτ 相 針 しτ 配 列 さ れ て 舐 る 而 して 其 何 れ か 一 方 が 固 皚 を
包 み 他 の 方 は 分 散 媒IIIに遊 離 に なつ て 居 る 其 れ か 外 部 か ら與 らAL'J_
電 氣 に 働 く と考 る の で あh,
此Uektroo奪moきeの現 象 は ユニ業 上 粘 土 の 精 製JUt水,色素 亞 炭 の 脱 水 に
應 川 さ れ て 居 る久 近 時 ゴ ム工 業 に ラ テ ツ キ ス か ら ゴ ムの 分 離 に も叉
電 氣 鍍 金 と 同 様 な形 式 で ゴ ム製 品 の 製 遣 に 應 用 さ オ亙て 居 る 此 際 コ'』ム
の 層 の 相 當 厚 い もの も作 る:kが,fs31;る且 つ 同 時 に 顏 料 充 嗔 粥 促 進 殉
を 同 時 にail他 の 方 法 で は 不 可 能 の 樣 に よ く混 和 沈 澱 さ す 事 が 出 來
る。
織 物 の 充 填 並 に 防 水 仕 上 ぴ製 樫量に 糖 汁 の 精 製,腥の 精 製,水の 精 製茂






物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(窪多 源 逸)化 串 工 業 上 の 新 手 段
L-'.活性 炭 素,シリカ ゲ ル,粘土 製 晶
表 面 現 象 を 利 用 す る 新 材料 と して多 孔賀 の 諸 種 材 科 が種 々の工 業
上 にi.廣 く利 用 され て 居 る。
活 性 炭 素 は 以 前 か ら知 られ て 居 弛 か殊 に職 時 毒 瓦斯 吸收 用 に利 川
され て か ら注 意 を ひ き製 法 が 改 良せ られ 用 途 が 擴 まつ τ 居h,砂 糖
液 油 脂石 油 の漂 白精 製冰 の 精 製,酒類 の精 製 例 へ ば 腐 敗 酒 の 再 生,瓦斯
中 の ガ ソ リ ン其 他溶 剤 の 回收 瓦 斯の 鞘 製 例 へ ば 接 觸 劑 の 項 に逹 ベ ナニ
迺 り瓦斯 中 硫 化 水 素 の 除 去接 觸 劑 と して例 へ ば プ オ ス グ ンの合戒 に
ア セチ レ ンの 重 合 等 に 應 用 されて 居 る。
シ リカ ゲ ル も亦Patrick氏の製 品 が 各種 の 目的 に試 み られ て 居 る。
漂 白粘 土 の 應 用 は古 い事 で あ るが 近 年 漂 白 の 口的Llv}に脱 水濕 氣
の除 去,郷發 汕 の 吸 收 等 廣 く用 ひ られ て居 る。
Kausch.,D…eｫktiveBode{1928,
X・ 新 材 料 に よる 裝 置 の 改 夏
特 種 合 金 の 智 識 及 製 造 の 進 歩 は近 時 の化 學 上 に著 明 な 貢 獣 を して
居 る畜 壓 工 業 の行 はれ る様 になつ ナニの は全 く其 蔦 で あ る其 他 ク ロム
姻 の 恋 用 に よつ て ア ムモ 昌 ア酸 化の 装 置 か 禹 來 易 くなつa,や ア リ
ロ ンに よつ て 硫 酸 煮 込 其 他 の 仕 事 が改 善 され 九 事 は周 知 の 事實 で あ
る近 時 アル ミニ ウ ム工 業 が 發 逹 した結 果 樹 脂 熔 融 釜や 其 他 各種 釜 の
製 逧 に3L5Y!iRiia酸タ ン クの製 造 に 廱 用 され て 此 蓮 搬 に 非 常 な進 歩 を
與 へ て 居 る。
熔 融 珪 酸 器 具 か 大 形 の もの も出 來 る樣 に なつ て 色 瀞 の 方 面 に例 へ
ば合 成 鹽 酸 を工 業 化 す るに役 立つ て居 る。
金 屬 器 具 に ゴ ムの 内張 を す る事 が行 はれ る様 にな つ て 各 方 面 に重
大 な利 盆 を與 へて 居 る。
一(細 介)一
物 理 化学 の 進 歩Vol、2No.3(1928)
(喜多源逸)化 墨 工a上 の 新 乎 股 (X17)
以 上各 方面 に 渉つ て 近aの 化 學 工業 に進 歩 を 與 へ 九新 手 段 を 列 擧
を し九 か 此iiは九r7t例 に 過 ぎ ぬ,主 要 な1'1}Tilfi`(S1多く見 逃 され て
居 る例 へ ば高 熱 材 抖 の 事 や 各 種 の 化學 機 械調 節 器 乃 至 測 定 器 の 事 が
記 述 され て 居 な い。
然 し以 上 の 記 述 か ら化 學 工 業 の 進 歩 に は 如 何 に 多 方 面 の 智識 と發
逹 が 必要 で あ るか といふ 事 か窺 は れ る と思 ふ。 本 邦 の 化躯 化業 が 未
だ幼 稚 なの は.ILむ碍 ぬa:が察 せ らxzるで あ ら う婆 は 个 後 の 努力 に よ
る事 で 然 も共 れ は多 方 面 の 人hの 協 力 に よ らね ば な らぬ。
一(紹 介}一
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